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急性 小児 感染症に対す るSF-837 (ミデ カマイ シン)の 使 用成 績

森 沢 弘 ・福 井 昭 ・浜 田 義 文 ・日野千恵子

高知県立中央病院小児科

二 沢 勇 ・溝 淵 詔 子

同 検査科

I. は じ め に

SF-837は 広島県尾道市の土壌から分離されたStrePto -

myces mycarofaciens nov.sp.に よ り産生 されたマクロライ

ド系の新抗生物質で,こ れまでの基礎的研究によれば主

としてグラム陽性球菌,グ ラム陰性球菌およびジフテリ

ア,破 傷風 ガス壊疸,百 日咳,ス ピロヘータ感染症,

リケッチヤ感染症,マ イコプラズマ感染症等に有効であ

り,い つぼ う毒性の少ないことが認められている。

今回我 々は明治製菓KKか らSF-837の 試供を得,小

児の2,3の 急 性感染症に使用 し,続 いて病的材料か ら検

出したニアグラーゼ陽性 ブドウ球菌に対 してMICの 測

定を行ない一連の成績を得たので,そ の概略につき報告

す る。

II. 供 試 症 例

今回の臨床治験に用いた症例は,高 知県立中央病院小

児科の外来で治療 した患児26名,お よび入院した患児

5名 の合計31名 である。その疾患別分類は表1の よう

に,化膿性扁桃炎8例,ア ンギーナ ・咽頭炎8例,頸 部 リ

ンパ腺炎5例,皮 膚化膿症4例,原 発性異型肺炎4例,急

性気管支炎2例 であつた。これ らの症例の年令別の構成

をみると表2の ように,3～5才 の幼児が20例, 6～10

才 の学童が11例 であつた。

III. SF-837の 使用方法および使用量

100mgお よび200mg含 有のSF-837 カ プセルを1

日3回(8時 間毎投与),な いし4回(6時 間毎投与)に

分割して経口投与 した。投与量は原則 として1日 体重あ

た り30～40mgと した。

IV. 効果 の判定規準

効果の判定規準は 日本化学療法学会による抗生物質使

用に対する効果判定規準に したがつた。すなわち

著効:薬 剤使用後72時 間以内に,主 要症状が消失ま

たは極めて改善されたもの。

有効:薬 剤使用後5日 以内,主 要症状が消失または極

めて改善 されたもの。

無効:上 記のいずれの群にも属さないものとした。し

か しながら症例によつては,以 上の基準に従が うと適格

な効果判定を下 し得ないこともあるので,臨 床経過を参

考にし,従 来の薬剤 と比較 して効果を検討 したものも若

干例はある。

V. 使 用 成 績

今回我々が経験 した2,3の 小児の急性感染症に対す

るSF-837の 使用成績を一括すると,表3の ようになる。

化膿性扁桃炎では8例 の うち著効3例,有 効5例 でその

有効率は100%で あ り,ア ンギーナおよび咽頭炎8例 に

おいては著効4例,有 効2例,無 効2例 の成績を得てい

る。頸部 リンパ腺炎5例 では5例 ともに有効であ り,5例

のうち3例 に切開排膿を行なつたが,細 菌は検拙 されな

かつた。皮膚化膿症4例 においては2例 が有効,2例 は

無効であつた。皮膚化膿症4例 にはいずれも切開排膿を

行なつているが,こ のうちSF-837を 投与中にもかかわ

らず他部に〓が伝播 した1例 と,切 開部位からの排膿が

軽快 しなかつた1例 の合計2例 を無効と判定 した。原発

性異型肺炎4例 においては4例 ともに有効であつた。な

お,本 症例は胸部レ線写真と寒冷凝集反応で診断 したも

のであ り,マ イコプラズマの検出ならびにマイコプラズ

マに対する抗体価の測定は行なつていない。急性気管支

炎2例 に対 しては2例 ともに有効 で あつ た。以上の結

果,31例 中著効ないしは有効と判定 したものは27例 であ

り,そ の有効率は87.1%で あつた。

VI. 副 作 用 の 検 討

SF－837使 用症例31例 の うち表4に 示すように血液

(赤血球数,血 色素,白 血球,血 液像),肝(GOT, GPT,

アル カリフォスファターゼ),腎(尿 蛋白,ウ ロビリノー

ゲン,沈 渣およびBUN)の 機能について,本 剤使用前

後の副作用の出現を追求した。

その結果,SF-837使 用前後において確実にこれ らの

検査を実施し得た15例 のうち,症 例17と 症例26の2

症例において,本 剤使用後4日 目に好酸球の増多を認め
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表1 小児感染症に対するSF-837の 使用成績

表2 試用患児の年令別構成 表3 小児急性感染症に対す るSF-837の 効果判定
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たがその詳細については後述する。腎機能および肝機能

については15例 とも副作用と思われる変化は観察され

なかつた。また,症 例11に おいてSF-837使 用2日 後

に食欲不振が出現 したが,投 与中止により食欲不振の症

状は軽快 した。

VII. 最近 分離 しえた病的材料からのブ ドウ球菌の

SF-837に 対するMIC

我 々は,最 近本院で分離された病的材料に由来するコ

アグラーゼ陽性の病原ブ ドウ球菌30株 について,日 本

化学療法学会が指定 した薬剤感受性試験に対する指針に

もとついて,SF-837のMICを 測定した。その成績は

図1に 示したように,MIC1.5mcg/mlの ものが12株,

MIC3.1mcg/mlの ものが11株 で,残 りの7株 はMIC

100mcg/ml以 上を示 し,MIC1.5～3.1mcg/ mlとMIC

100mcg/ml以 上 の2峰 性を呈 した。

VIII. 主な症例に対するSF－837使 用による

経過の概要

症例4 H.M. 5才 〓

化膿性扁桃炎,有 効例

来院2日 前から38℃ ないし39℃ の発熱があり,咳

嗽を伴なつていた。来院時,咽 頭発赤が著明であ り,両

側扁桃に黄白色の膿帯が認められ化膿性扁桃炎と診断し

た。扁桃膿帯からの細菌培養ではsaphylococcus aureusを

純培養のように認め,薬 剤感受性試験ではPC-G (+),

AB-PC(〓), SM(〓), TC(〓), CP(〓), KM(〓), 

EM(〓), LM(〓), SF- 837のMICは3.1mcgで あつ

た。来院当日からSF-837600mg/dayを 分3し て経 口

投与した。その結果,3日 後には解熱し,咽 頭ならびに

扁桃の発赤は軽快し,4日 後には扁桃の膿帯 も消失した

ので有効と判定 した。SF-837の 投与は7日 間続けたが,

この間臨床所見ならびに検査所見ともに副作用 と思われ

る異常は認め られなかつた。

症例5 D.T. 5才 〓

化膿性扁桃炎,有 効例

約1ヵ 月前 に 腎 細 網 肉 腫 のた め右 側 腎 摘 出 術 を 施 行

し,術 後Co60の 局 所 照 射 とCyclophosphamideの 内服

投 与 を 併 用 して い た 。38℃ の発 熱 と咽 頭 痛 を 訴 え,翌

日に は両 側 扁 桃 に 膿 栓 を 認 め,化 膿 性 扁 桃 炎 と 診 断 し

た 。 扁 桃 膿 栓 か らの 細 菌 培 養 で はstaphylococcus aureus

を 検 出 し,薬 剤 感 受 性 試 験 で はPC-G(〓), TC(〓), CP 

(〓), EM(〓)で, SF-837のMICは3. 1mcgで あ

つ た。 発 熱 した 翌 日か ら本 剤600mg/dayを 分3し て 経

口投 与 した 。 そ の結 果,投 与4日 後 に は解 熱 し,ほ ぼ 同

時 に 咽 頭,扁 桃 発 赤 も 軽 快 し,扁 桃 の膿 栓 も消 失 した の

で 有 効 と判 定 した 。 本 剤 の 投 与 は7日 間続 け られ た が,

この 間 臨 床 所 見 な らび に 検 査 所 見 と もに 副 作 用 と思 わ れ

る異 常 は 認 め られ な か つ た 。

症 例7 Y.N. 6才 〓

化 膿 性 扁 桃 炎,著 効 例

来 院 の前 日か ら40℃ の高 熱 が 出 現 し,咽 頭 お よ び 扁

桃 は 発 赤 し,両 側 扁 桃 に膿 帯 を 認 め た 。 扁 桃 膿 帯 か らの

細 菌 培 養 で はStaphylococcus aureusを 検 出 し,薬 剤 感 受 性

試 験 で はPC-G(＋), SM(〓), TC(－), CP(－), 

KM(〓), EM(〓), CER(〓)でSF- 837のMICは

3.1mcgで あ つ た 。 た だ ち に 本 剤600mg/dayを 分3し

て 経 口投 与 し,翌 日に は 解 熱 し,3日 後 に は 扁 桃 の膿

帯 も消 失 した の で著 効 と判 定 し た。 本 剤 の 投 与 は5日 間

継 続 され た が,そ の 間,臨 床 所 見 な らび に 検 査 所 見 と も

に 異 常 は 認 め られ な か つ た 。

症 例17 MS. 3才6カ 月 〓

頸 部 リン パ腺 炎 兼 化 膿 性 扁 桃 炎,有 効 例

来 院10日 前 に38℃ の発 熱 が あ り,ほ ぼ 同時 に疼 痛

を 伴 な う左側 頸 部 リン パ腺 の腫 脹 を 来 た した 。2日 後 に

解 熱 した が,左 側 頸 部 リン パ腺 の 腫 脹 と疼 痛 が続 き来 院

し た。 来 院 時 の一 般 状 態 は 比 較 的 良 好 で あ つ た が,左 側

頸 部 リ ンパ 腺 が 半 鶏 卵 大 に 腫 脹 し圧 痛 を 認 め た が,発 赤,

波 動 は 認 め られ な か つ た 。 咽 頭 は 発 赤 し両 側 扁 桃 に 膿 栓

を 認め た 。 肺 野 お よび 心 音 に 異 常 は無 く,肝,脾 は 触 知 し

な か つ た 。 扁 桃 栓 か ら細 菌 培 養 を 行 な いStaphylococcus

aureusを 検 出 し,薬 剤 感 受 性 試 験 で はPC-G(＋), AB-

PC(〓), SM(〓), KM(〓), TC(〓), CP(〓), EM 

(〓), CER(〓), SF-837に 対 す るMICは1.5mcgで

あ つ た。 頸 部 リンパ 腺 腫 脹 部 か ら試 験 的 穿 刺 排 膿 を 試 み

た が 排 膿 は 認 め られ なか つ た。た だ ち にSF-837600mg/ 

dayを 分3し て 経 口投 与 を 開 始 し,3日 目か ら頸 部 リン

パ腺 腫 脹 は 軽 減 し,圧 痛 も軽 快 した 。扁 桃 栓 膿 もほ ぼ 同 時

に 消 失 し,7日 後 に は頸 部 リンパ 腺 膿 腫 は全 く消 失 した 。

SF-837は11日 間 継 続 投 与 し,臨 床 的 に は な ん ら副 作 用 と

思 わ れ る異 常 は み られ な か つ た 。 検 査 所 見 で 本 剤 投 与4

図1 最 近 分離 した 病 的 材 料 か ら のstaphylococcus

aureus(30株)のSF-837に 対 す るM.I.C.
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日後に末梢血液像において好酸球が9%(本 剤投与前は

2%)と 増多を示 したが,本 剤投与を継続 したにもかか

わらず10日 後には4%と 減少しており,本 症例におい

てみられた好酸球増多は一過性のものであり,本 剤投与

のために起こつたものかどうかは確かでない。

症例23 T.H. 4才7ヵ 月 〓

皮膚化膿症,無 効例

来院2日 前から前額部および左側下顎部に拇指頭大の

〓が出現 したが発熱を伴なわなかつた。来院時に〓の切

開排膿を行ないSF-837600mg/dayを 経 口投与した。

切開排膿を行なつた〓は6日 後には治癒したが,SF-837

投 与 中にもかかわらず前額部および左側耳後部に新たな

〓を生 じ臨床的に無効と判定 した.膿 の細菌 培 養 で は

Staphylococcus aureusを 検 出し,そ の薬剤感受性試験は

PC-G(＋), AB-PC(＋), SM(〓), KM(〓), TC(＋), 

CP(〓), EM(〓), CER(〓), SF-837のMICは 3.1

mcgで あつた。

症例26 S.K. 4才 〓

原発性異型肺炎,有 効例

来院2日 前から38～39℃ の熱発 と咳嗽が出現 し,次

第に咳嗽が増悪 し40℃ の高熱を来たして来院する。来院

時軽度の呼吸促迫を認め,右 下肺野に湿性ラ音を聴取 し

た。胸部レ線写真でも右下肺野に浸潤陰影を認め,白 血

球増多(15,200)と 血沈値の亢進(1時 間値60mm, 2

時 間値88mm)を みたので入院した。本例はマイコプラ

ズマの検出ならびに血清抗体価の測定は行なつていない

が,胸 部 レ線像 と寒冷凝巣反応の上昇(128倍)か ら原

発性異型肺炎と診断した。 入院後SF-837を 経 口投与

し,3日 後には解熱し咳嗽も漸時軽快 し12日 後には胸

部 レ線所見ならびに血沈値も軽快したので有効と判定し

た。SF-837は12日 間継続投与したが,そ の間臨床的

には副作用と思われる異常は出現せず,検 査所見でも腎

機能障害および肝機能障害は無かつたが,末 梢血液像に

おいて好酸球増多(投 与前2%,投 与12日 後9%)が

認 められた。しか しながら本患児は喘息性気管支炎およ

びアレルギー性等紫班病の既往歴があり,元 来アレルギ

ー体質をもつており,本 剤投与中止後の血液像について

追跡 していないので,好 酸球増多と本剤投与との間に直

接の因果関係があるか どうかは明確でない。

IX. 考 按

近年多数の抗生物質が出現 し,感 染症の治療はかなり

容易になつてきた。しかしながら個 々の症例について化

学療法を決定することは耐性菌の出現 あるいは副作用

等の問題から必ず しも容易ではない。

我々は今回新 しいマクロライ ド系抗生剤SF-837を 呼

吸器感染症を中心に急性 リンパ腺炎,皮 膚化膿症等,主 と

してグラム陽性球菌が起炎菌であると予想される疾患に

対 して,1日 体重1kgあ た り25mgか ら40mg,平

均34.9mgの 投与を3日 から15日 間,平 均6.1日 間

行なうことにより良好な治療成績を得た。

本製剤のブ ドウ球菌に対する抗菌力についてはエリス

ロマイシンに比較してやや劣るといわれているが,我 々

の所で最近病的材料か ら分離 したコアグラーゼ陽性の病

原性 ブドウ球菌30株 についてMICを 測定してみたが,

表5に 示 したように,や はり1管 ないし2管 の差が認め

られた。また,エ リスロマイシンに対 し100mg以 上 の

MICを 示 した エ リス ロマイシン高度耐性 ブドウ球菌8

株 のうち,7株 はSF-837に 対 してもMIC100mg以

上 の高度耐性を示 したが,1株 だけはSF-837に 対する

MICは1.5mgで あつた。

マクロライ ド系薬剤は過去においてその主な副作用で

ある肝障害への注意を怠らなければかなり使用しやすい

抗生剤の1つ であると思われるが,SF-837を 使用した

31例 および肝機能検査を行なつた15例 につい て は,

全例ともに臨床的に,ま た,検 査所見上でも肝機能障害

はみられなかつた。また腎機能についても特記すべき異

常は認められなかつた。ただ血液像において2例 に一過

性の好酸球増多を認めたが,1例 は本製剤投与中に正常

値に回復し,他 の1例 は喘息性気管支炎およびアレルギ

ー紫班病といつた,い わゆるアレルギー体質に起因する

既往歴があ り,こ の2例 にみられた好酸球増多は リンパ

腺炎あるいは肺炎に誘因があつたこともいちがいに否定

表5 病 的 材 料 か ら分 離 したstaphylococcus aureus

(30株)に 対 す るSF-837と エ リス ロ マ イ シ ン

(EM)のM.I.C.の 比 較

(単 位 はmcg/ml)
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はできず,本 製剤投与との間に直接の因果関係があるか

どうかは明確でない。また,本 製剤はカプセル剤である

ために幼若小児では服用が困難であり,小 児科領域にお

いてはやは りドライシロップ剤の開発が望まれる次第で

ある。

X. 結 語

新macrolide系 抗生物質SF-837に 関 して,抗 菌力試

験および臨床的治験を行なつた結果,次 のような成績を

得た。

1) 抗菌 力試験:病 的材料か ら分離 したコアグラーゼ

陽性ブドウ球菌30株 に対 して,SF-837のMICは1.5

～3.1mcg/ mlと100mcg/ mlと に2峰 性分布がみられ,

エ リスロマイシン耐性株にも感受性を示したものが1株

認められた。

2) 臨床使用成績:3才 から10才 の小児急性感染症

の患児31例 に対して,1日 体重1kgあ た り25mgか

ら40mg,平 均34.9mgの 投 与を3日 か ら15日 間,

平均6.1日 間行な うことにより著効7例,有 効20例,

無効4例 の結果を得た。著効,有 効例を合算すると有効

率は27例,87.1%の 好成績をおさめた。

3) 副作用:臨 床的に1例 に食欲不振を認めた。検査

所見では肝機能および腎機能にはなんら悪影響は認めら

れなかつた。血液像において2例 に好酸球増多を認めた

が,こ の うち1例 は本剤継続投与中に好酸球数は正常に

復 し,他 の1例 はアレルギー体質を示す既往歴を有して

お り,好 酸球増多と本剤投与との間の直接の因果関係は

明らかでない。
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IN ACUTE INFANTILE INFECTIONS
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ISAMU NIZAWA and AKIKO MIZOBUCHI 
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Abstract 

The antibacterial tests and the clinical experiments have been carried out with SF-837 , a new mac-

rolide antibiotic, and the results were obtained as follows : 

1) The MIC of SF-837 was determined against 30 stranis of Coagulase positive Staphylococci 

isolated clinically, and there observed the distribution of two peaks type, showing 1.56•`3.12 mcg/mlin 

23 strains and >100 mcg/ ml in 7 strains. The MIC of SF-837 was slightly inferior to that of EM 

(erythromycin) , and yet there encountered a strain which was sensitive to SF-837 though resistant 

to EM at <100 mcg/ml. 

2) The acute infantile infections treated consisted of 8 cases of suppurative tonsillitis, 8 cases, of

angina and pharyngitis, 5 cases of neck lymphadenitis, 4 cases of pyodermia, 4 cases of primary atypi-

cal pneumonia and 2 cases of bronchitis, totalling 31 cases. They were administered orally SF-837 

at the dose of 400,•`900 mg/ day (30-40 mg/ kg) for 3-15 days, and the excellent results were ob-

tained as remarkably effective in 7 cases, effective in 20 cases, and ineffective in 4 cases, effective ratio 

being 87.1%. 

3) As for the side effect of SF-837, any abnormality was noticed on hepato-renal functions and 

blood pictures in 15 cases of which the tests were performed of a certainty before and after SF-837 

administration, except that 1 case complained of anorexia.


